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はじめに

はじめに

この資料では、SnowflakeとRapidMinerとの接続について説明します。

ゴール: RapidMiner Studio、AI HubからSnowflakeへの読み込み、書き込み、更新

RapidMiner Snowflake
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RapidMinerとの接続

バージョンの違い

使用するRapidMinerのバージョンによって、少し手順が異なります。

(Snowflakeのドライバがプリインストールされているか、いないかの違いです。)

• Ver10 以降の場合

• Ver9.x 以前の場合

順に説明します。
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RapidMinerとの接続

Ver10 以降の場合

Ver10以降は、SnowflakeのJDBCドライバがStudioにバンドルされています。

そのため、特に操作することなくSnowflakeとの接続を作成することができます。

例) C:¥Program Files¥RapidMiner¥RapidMiner Studio¥lib¥jdbc
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RapidMinerとの接続

Ver10 以降の場合

リポジトリ > Connection を右クリック > Create Connection を選択します。

• Connection Type: Database
• Repository: 保存するリポジトリの場所
• Connection Name: 任意の名前
入力できれば、Createをクリックします。
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RapidMinerとの接続

Ver10 以降の場合

• Database system : Snowflake

• User / password の入力

• 手動でURLの作成 (次ページで補足)

入力できれば
テストします
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RapidMinerとの接続

Ver10 以降の場合

補足① URLを自動生成できない場合は、手動で作成する

URLを”Configure URL automatically”で設定してもうまく接続できない場合は、

”Configure URL manually”で手動で設定します。
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RapidMinerとの接続

Ver10 以降の場合

補足② 入力するURLについて

URLは以下のように設定します。

jdbc:snowflake://<account_identifier>.snowflakecomputing.com/?<connection_params>

自身のアカウント識別子(account_identifier)は、以下を参照して調べます。

https://docs.snowflake.com/ja/user-guide/admin-account-identifier.html

パラメータは、ドキュメントを参考に任意のものを加えます。

• <パラメーター>=<値> の形式

• 各パラメータは&で区切る

https://docs.snowflake.com/ja/user-guide/jdbc-parameters.html

例)

jdbc:snowflake://<account_identifier>.snowflakecomputing.com/?db=SNOWFLAKE_SAMPLE
_DATA&warehouse=TEST

https://docs.snowflake.com/ja/user-guide/admin-account-identifier.html
https://docs.snowflake.com/ja/user-guide/jdbc-parameters.html
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RapidMinerとの接続

Ver9.x 以前の場合

Ver9.x 以前のStudioには、SnowflakeのJDBCドライバがバンドルされていません。

Snowflakeのサイトから、自身でドライバをダウンロードする必要があります。
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RapidMinerとの接続

Ver9.x 以前の場合

以下のサイトに行き、Maven Central Repositoryにアクセスします。

https://docs.snowflake.com/ja/user-guide/jdbc-
download.html#downloading-the-driver

バージョンを選択し、ドライバをダウンロードします。

ここでは、ver10でバンドルさ
れているものと同じ、
snowflake-jdbc-3.13.23.jar
を選択します

https://docs.snowflake.com/ja/user-guide/jdbc-download.html#downloading-the-driver
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RapidMinerとの接続

Ver9.x 以前の場合

リポジトリ > Connection を右クリック > Create Connection を選択します。

• Connection Type: Database
• Repository: 保存するリポジトリの場所
• Connection Name: 任意の名前
入力できれば、Createをクリックします。
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RapidMinerとの接続

Ver9.x 以前の場合

Driverタブに移動し、JDBC driver Jar fileの右のファイルボタンを選択します。

先ほどダウンロードしたJDBCドライバを選択します。
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RapidMinerとの接続

Ver9.x 以前の場合

JDBCドライバを選択すると、自動でJDBC driver classが入力されます。
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RapidMinerとの接続

Ver9.x 以前の場合

Setupタブに向かい、Snowflakeとの接続情報を入力します。

入力できれば
テストします

Database systemは
カスタムになります
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RapidMinerとの接続

(再掲)

補足① URLを自動生成できない場合は、手動で作成する

URLを”Configure URL automatically”で設定してもうまく接続できない場合は、

”Configure URL manually”で手動で設定します。
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RapidMinerとの接続

(再掲)

補足② 入力するURLについて

URLは以下のように設定します。

jdbc:snowflake://<account_identifier>.snowflakecomputing.com/?<connection_params>

自身のアカウント識別子(account_identifier)は、以下を参照して調べます。

https://docs.snowflake.com/ja/user-guide/admin-account-identifier.html

パラメータは、ドキュメントを参考に任意のものを加えます。

• <パラメーター>=<値> の形式

• 各パラメータは&で区切る

https://docs.snowflake.com/ja/user-guide/jdbc-parameters.html

例)

jdbc:snowflake://<account_identifier>.snowflakecomputing.com/?db=SNOWFLAKE_SAMPLE
_DATA&warehouse=TEST

https://docs.snowflake.com/ja/user-guide/admin-account-identifier.html
https://docs.snowflake.com/ja/user-guide/jdbc-parameters.html


18

Snowflakeの操作

オペレータ

RapidMinerでは、以下のオペレータを使用してデータベースを操作します。

• 読み込み – Read Database オペレータ

• 書き込み – Write Database オペレータ

• 更新 – Update Database オペレータ
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Snowflakeの操作

データベースの読み込み

データベースを読み込むには、Read Databaseオペレータを使用します。

先ほど作成した接続を繋ぎ、Read Databaseのパラメータを設定します。
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Snowflakeの操作

データベースの読み込み

プロセスの実行に成功すれば、結果画面に取得したデータが表示されます。
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Snowflakeの操作

データベースの書き込み

データベースにデータを書き込むには、Write Databaseオペレータを使用します。

書き込みたいデータとSnowflakeとの接続を繋いで、パラメータを設定します。
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Snowflakeの操作

データベースの書き込み

実行できれば、指定したデータベースにデータが書き込まれています。
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Snowflakeの操作

データベースの更新

データベースを更新するには、Update Databaseオペレータを使用します。

更新したい行をIDなどで識別できるようにし、データと接続をオペレータに繋ぎます。

Update Databaseのパラメータでも、id属性を見るよう設定します。
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Snowflakeの操作

データベースの更新

実行すると、IDがマッチした行が更新されます。
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AI HubからSnowflakeの操作

接続の作成

AI HubからSnowflakeへ接続するには、

StudioのリポジトリからAI Hubへ接続を作成します。

2つの方法があります。

①AI Hubのリポジトリ(または
プロジェクト)に直接作成

②ローカルリポジトリの接続を
直接AI Hubへコピー
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AI HubからSnowflakeの操作

接続テスト

ブラウザから接続テストを行います。

ブラウザからAI Hubのリポジトリ(またはプロジェクト)へ向かい、

Connectionsフォルダに入ります。

(リポジトリの場合、Connectionsフォルダへは、家のマークをクリックして入ります。)

接続テスト
を行います
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AI HubからSnowflakeの操作

接続テスト

接続に失敗する場合は、エラー内容を見て、内容を修正してください。
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AI HubからSnowflakeの操作

AI Hubから実行

接続テストが問題なければ、Studioと同様にプロセスを組んで実行してみます。

(※このとき、Run process on AI Hubで実行するなど、AI Hub上で実行するよう
にします。)
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AI HubからSnowflakeの操作

実行結果の確認

Processes > Executions で実行結果を確認します。

Read, Write, Update全てで問題なければOKです。
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おわりに

おわりに

今回はSnowflakeとRapidMinerの接続について見てきました。

Snowflakeは人気のあるデータベースなので、

SnowflakeとRapidMinerが繋がるのは嬉しいですね。

(特に、ver10以降はドライバのインストールも不要です！)

Snowflakeからデータを取得し、価値ある知見を得られる一助となれば幸いです。
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